
 

 

 

 

 
 

 
 

 

令和元年 12 月 11 日 第 131 号 
 

                              浜田市農林業支援センター 
 

今年も早いもので、残すところあと数週間となりました。皆さんにとって、今年はど

んな 1年だったでしょうか。 

私は、4月の人事異動により農林業支援センターに参りまして、ようやく 8か月が経

過いたしました。この間、皆さんのお役に立てるよう努めてまいりましたが、至らぬ

点も多々あったと思います。改めて当支援センターの役割を再確認し、今後の各種事

業の推進に取り組んでまいります。 

今年の流行語大賞は「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」に決まりました。令和 2年も、農林業支援

センター、関係機関、農業者の皆さん、一丸となって ONE TEAMで頑張っていきたいと

思います。 

今年 1年、お世話になりました。皆さん、良い年をお迎えください。 

（浜田市農林業支援センター長 石原孝光） 

 
   

                                       

１.各支援チームからの話題 1  
 

 新規就農者支援チーム （担当：石津
い し づ

・渡邊
わたなべ

） 
    

   

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認定農業者支援チーム （担当：鎌原
かまはら

・石津
い し づ

） 

農業経営基盤強化準備金制度は、経営所得安定対策等の交付金を活用して、計画的に農業経営の基盤強化（農用

地、農業用の建物・機械等の取得）を図る取り組みを支援します。 

 （特例措置の内容） 

○認定農業者などが、経営所得安定対策等の交付金を農業経営改善計画などに従い、農業経営基盤強化準備金と

して積み立てた場合、この積立額を個人は必要経費に、法人は損金に算入できます。 

○さらに、農業経営改善計画などに従い、積み立てた準備金を取り崩したり、受領した交付金をそのまま用いて、

農用地、農業用の建物・機械等を取得した場合、圧縮記帳できます。 

注）この特例の適用を受けようとする場合には、一定の方法で記帳し、青色申告により確定申告（初年は 

税務署に事前に届出）をする必要があります。 

    〇現在この制度を利用している方は、計画と照らし合わせて決算の処理を適切に行ってください。 

「てご」とは、方言で「手伝う 

（支援する）」という意味です。 

12 月 19 日（木）、『島根県新規就農者・農業研修生等交流会』が下記の日程で 
開催されます。 

記 
１ 開催日 令和元年 12 月 19 日（木）13：15～18：30 
２ 会 場 山村開発センター みどりかいかん (浜田市金城町下来原 171） 
３ 参加者  
（１）地域や作目の垣根を越えて、農業者の仲間づくりに興味のある方 
（２）参加する農業者との交流や視察・講演を通じて、農業全般に関する見聞を広げたい方 
（３）担い手農業者への視察を通じて、自身の経営の課題解決に活かしたい方 
（４）県内有数の先進農業者の講演を聞き、自己研鑽の励みにしたい方 
４ 内 容 
（１）視察（新開団地内農業者 3 名） 
（２）講演（取組事例等の講演：講演者 ㈲佐々木農場 佐々木一郎氏） 
（３）懇親会 

※お問合せ先：島根県 農林水産部 農業経営課  

            新規就農者確保･育成グループ 電話 0852-22-5395 

 

ごあいさつ 

↑ 昨年の様子 



    

 集落営農組織支援チーム （担当：渡邊
わたなべ

・的場
ま と ば

）  
 

✰ 経営管理能力向上研修会が行われました ☆ 
 

   12 月 10 日（火）、11 日（水）に集落営農組織と個人農業者を 

 対象に農業経営管理能力研修会が行われました。 

   この研修会は、農業簿記の会計知識だけでなく、基礎的な経営

管理や分析力を身につけてもらうために行われ、パソコン簿記記

帳を行おうと考えている新規就農者、就農志向者、集落営農組織

の会計担当者の方が参加をされました。 

  私の感想ですが、パソコン簿記・・・難しそうだな～とイメー

ジしていましたが、少しずつでも慣れていけば、農業者のみなさ

んには事務が楽になるのではと思ったところです。 

  参加者のみなさんは、青色申告の時期も控えているため、熱心

に研修を受けておられ、参加して良かったと意見がありました。 

 
                                                        

２.「伝えていきたい はまだの味 」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

「ゆで卵と干し柿の天ぷら」 
 

 

３．【浜田の地酒で乾杯しましょう！】 … 「浜田市地酒で乾杯条例」 …      
 

 浜田市では、「ＢＵＹ
ば い

浜田運動」、「地産地消」を推進しています。 

この取り組みは、地域内の経済循環をつくり、経済を活性化させることが

目的ですが、平成 29 年 10 月 3 日には、地酒による「乾杯」の習慣を広め、

併せて地物食材を使用した料理を食べることで、郷土愛を育み、地域産業の

振興を図る「浜田市地酒で乾杯条例」が制定されています。 

12 月、1 月は忘年会・新年会の季節です。ぜひ飲み会の祭には、積極的に

「浜田の地酒」での乾杯をお願いします。 

 

「 乾杯はぜひ、浜田の地酒で ‼ 」 

当情報誌は、新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の皆様に配信して

います。ご意見や掲載をご希望される場合は下記までご連絡ください。 

 

■ 発刊 浜田市農林業支援センター (農林振興課 普及支援係)  

〒697-8501  島根県浜田市殿町１番地 （ 浜田市役所 4階 ）   

TEL：0855-22-3500   FAX：0855-22-3477  

E-mail：n-shien＠city.hamada.lg.jp 

浜田市には、いか飯、さば寿司、大根の煮しめ、角寿

司など、昔から地域で伝えられ、食されてきた伝承料理

が数多くあります。 

食を取り巻く環境が変化する中、浜田の旬の味、地域

の味、家庭の味など、自然の恵みにあふれた食文化を次

世代に継承していくために、市では平成 25 年に食文化

レシピ集「伝えていきたい はまだの味」を作成してい

ます。 

この度、そのレシピ集にあります「ゆで卵と干し柿の

天ぷら」がＮＨＫ特番「列島縦断・宝メシグランプリ

2019」で見事、グランプリ（№1）に選ばれました。 

レシピ集は浜田市のホームページに掲載があります

ので、ぜひ、ご家庭で作ってみてください。 
（掲載内容は浜田市ホームより引用） 

 

研修会の様子 


